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	堀江総務理事により、定款変更案とこれに伴う諸規程類の改訂について説明があり、審議を経て原案通り承認された。
	【報告事項】
	(1)総務報告
	(1-1)一般社団法人日本人間工学会第20回理事会議事録
	第55回大会は、2014年6月5日（木）、6日（金）に神戸コンベンションセンタ「神戸国際会議場」において、摂南大学・川野常夫大会長のもと開催する旨報告があった。大会名は、第55回大会（学会設立50周年記念大会）。
	大須賀委員長より次号会誌の進捗状況と、3件の掲載論文の取り消しについての一連の掲載記事が提示・報告された。
	なお、掲載論文の取り消しに関連し、二重投稿を行った著者に対する処分については、現段階では規定がないため行うことができないが、今後、不正行為防止のためのガイドラインや規程類を学術担当・編集・広報委員会が連携し進めることが示された。
	横井委員長より，経産省からの予算が確定したことと、人間工学ISO規格便覧がJESのHPに掲載された旨報告があった。
	矢口理事より、日韓シンポジウムに関する表彰者の追加と、人間工学GP賞受賞案件について報告があった。
	吉武機構長より、講演会と総会を4月26日に開催し、総会において学会正会員について専門家の年会費の値下げ等が決定した旨報告があった。続いて、専門家試験結果および会報発行についての報告があった。
	斉藤委員長より、50周年記念事業のアイディア募集について説明があった。
	2014年5月21日から24日に、ACED国際会議が韓国済州島で開催する。詳細については次回理事会に報告する旨報告があった。
	堀江大会長より、第54回大会の予稿集の紹介と開催のアナウンスがあった。
	(4)支部報告
	横山支部長より、H25年度支部総会・大会を10月から11月に開催予定である旨報告があった。
	北村支部長より、H25年5月に支部役員会・支部総会を開催する旨報告があった。
	堀江理事より、H25年6月1日に支部委員会を開催する旨報告があった。
	斎藤支部長より、H25年5月18日に支部役員会と総会を開催したとの報告があった。
	和田支部長より、支部大会をH25年秋に鹿児島で開催するとの報告があった。
	青木理事長より、7件の依頼について協賛をする旨報告があった。
	(6)その他
	堀江総務理事より、第22回理事会を9月、23回理事会を12月、24回理事会を2から3月頃に開催予定であり、具体的な日程は後日、調整する旨報告があった。
	赤松監事より、新たな国家成長戦略が現在多く行われているが、その中に人間工学を題材にした、方法論の確立から研究開発から規制緩和などを含めた全体をパッケージ化した政策を打ち出すことができないかについて、経産省から打診を受けている旨報告があった。本件について諮った結果、学会としては積極的に協力する方向で検討することとなった。

